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(GFRTP: Glass Fiber Reinforced Thermoplastic)へ摩擦攪拌接合を適用し，継手強度特性
に対して大きな影響を及ぼす接合部近傍の繊維配向が摩擦攪拌プロセスにより制御可能で






















を実験および破壊力学に基づいた数値解析により明らかにした．   
第 5 章では，第 3 章および第 4 章にて検討した材料複合化と接合を同時に行うプロセス
を，より簡便に行うことのできる接合ツールを開発した．その接合ツールを用いることで，
第 3 章および第 4 章で検討したプロセスより低入熱で，接合部の機械的性質を劣化させる
ことなく，接合部に材料複合化を施すことが可能であることを示した．  




手の荷重負荷方向への繊維配向率を増加することができることを明らかにした．   
第 7 章では，各章の主な結言を要約し，本論文の結論と今後の展望を示した．  
